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広報ああず 2000 6月号

6月1日(木)~7日(水) 参亡の，週間防

r水道週間』宅事。

わずかな漏水でも気がつかすにいると料金に

はねかえり 、思わぬ高額なものになります。

早期発見、早期修理をしましょう。

漏水を 1力、月放置すると?

約16メ空ル

~ (1，920円)

糸状の水もれ

(マッチの軸位)

約 1更トル

品 (120円)

6 ポタポタの水もれ

一般家庭の 11J'月平均使用水量23ni2.772円として、

1計約120円

ごの機会tこ、 alめ1:

わ1邑む1邑ち(;)暮らしに

欠か亨ごとの亡き拶い

水の*::切さを

見直(.，~歩む sう。
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広報ああず 2000 6月号

は限りある貴重な資源

水は生命の源です。

水は、わたしたち人間はもとより

地球上のあらゆる生命にとって欠かすことができません。

この大切な水もけっして豊富で、はなく、

いまや限りある貴重な資源となっています。

水のみつけかたは簡単です

のに7Jくが流れていないか。

~ 
-下水のマンホールに、いつもきれ

いな水が流れていないか。

-水道管を埋めている倍近の壁

や地面ガぬれていないか。

-受水槽や高架タンクで水があ

ふれたり、もれたりしていな

いか、ときどき点検しましょう。

.家庭でできる節水の工夫 .

じゃ口はこまめに開閉を。流しつ放し
は 1分間に6gものムダになります。
水の勢いは鉛量産の太さを目安に。

入浴時に、 シャワーを出しつ放しにした
り浴槽から湯をあふれさせたりは禁物。
残り湯も、洗濯・滞除・まき水などに再
利用を。

普通乗用車を洗車する場合、バケツ洗
いなら約 5杯で菅みま可。流しつ放し
のホース洗いでは、約30杯分の水ガ必
要です。



6月号広報ああず 2000

水道メーターを見ましょう F 

敗目1ごわか関:~"t:漏水は

ま写水道メ-$!-~発見と

水道の工事は指定工事業者ヘ
水道は、安全な水を供給するため法律によっ

て厳しく管理されています。

各家庭で、水道の新設・改造・修理・撤去など

の工事を行うときは、必す、市の指定給水装置工

事事業者(指定工事業者)へ依頼してください。

市内の指定給水装置工事事業者一覧表

メーターの見方

お宅に取り付けてある水道のじゃ口など(給水せん)

を全部しめて、メーターのパイロットを見てください。

パイロットが動いていれば漏水しています。

地下漏水など見た目に「一 二一?"

わかりにくい漏水は、メ

ーターを見ることで漏水

しているかどうかを確認

べてみましょう。
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安
全
で
お
い
し
い
水
を
安
定
し
て

供
給
す
る
た
め
、
配
管
施
設
の
整
備

な
ど
を
行
い
、
点
検
に
努
め
て
い
ま

ト
す
が
、
定
期
的
な
漏
水
調
査
だ
け
で

ツ
は
、
漏
水
箇
所
の
発
見
は
容
易
で
は

口
あ
り
ま
せ
ん
。

パ
漏
水
が
あ
る
と
、
水
圧
の
低
下
に

よ
り
水
の
出
が
悪
く
な

っ
た
り
、
断

水
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
公
道
や
宅

地
内
で
漏
水
を
発
見
し
た
ら
、
水
道

課
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
っ

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す。{
問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先
}

水
道
課

宮

@
2
1
1
1
(
内
線
6
0
1
)

宮

@
3
7
5
4
(
直
通
)

業 者 名 所在地 電 言百

情)ア サ ノ設備 北 只 24-0783 
淳山水道工 事 居 田 口 24-2583 
情)いの水道設備 田 口 24-2216 
伊 予 屋 住 呈E又九 大 別| 24-2541 
情)内田電気水道設備 徳 木フ忙木 25-2858 

大 塚 鉄 工 所 来庁 谷 25-0300 
岡福水道工事居 田 口 24-3656 
情)オクタ 設 備 新 谷 25-4107 
情)神田鉄工所 東大洲 24-4122 

神 南 言量 備 菅 田 25-4684 

情)菊地浄化槽センター 五 郎 25-2745 

城 戸 電 業 社 徳 木フ忙木 25-2944 

久 保 鉄 工 所 八多喜 26-0537 

情)佐 々木鉄工 春 賀 26-0875 
佐 藤 水 道 庖 中 ヰオ 24-4410 

上 甲 建 さ百き九又 備) 菅 田 24-5914 
弐J宅孟z 田 商 E 新 谷 25-0901 
中 央 吾百九又 儒 (掛 柚 木 24-3556 
(柑土居鉄 工 所 東大洲 24-4519 
徳 木フ忙木 言受 備 徳 木フ忙木 25-4023 
情)南予水道 住設 東大別| 25-1350 
特権) 西 田 興 産 徳 木フk木 25-0211 
西 田 水 道 庖 八多喜 26-0265 
情)星加水道設備 八多喜 26-0020 

4公 浦 建 設 (株) 菅 田 25-5335 
情)丸 電 土 業 若 F邑司「 24-5351 
情) 原 呈百叉凡 備 大 対¥1¥1 24-3783 
(掛四電工大洲営業所 北 只 24-4595 
大洲市管工事協同組合 大 洲 23-3398 

することができます。

メーターをときどき調
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電
気
式
生
ご
み
処
理
機
の

※水道に関するお問い合せは、水道課まで。

補
助
制
度
開
始

大
洲
市
で
は
、
一
般
家
庭
か
ら
出

る
生
ご
み
の
減
量
化
と
堆
肥
と
し
て

の
資
源
化
を
図
る
た
め
、
現
在
実
施

し
て
い
る
生
ご
み
処
理
器

(
コ
ン
ポ

ス
ト
)
に
加
え
て
電
気
式
生
ご
み
処

理
機
へ
の
補
助
制
度
を
開
始
し
ま
す
。

{
補
助
制
度
開
始
日
}

平
成
十
二
年
六
月
一
日
か
ら

【
補
助
対
象
者
等
}

①
市
内
に
住
所
を
有
し
、
現
に
居
住

し
て
い
る
人
。

②
市
内
の

一
般
家
庭
で
処
理
機
を
使

用
す
る
こ
と
。

③
自
己
の
責
任
に
お
い
て
、

処
理
機

の
適
切
な
管
理
が
で
き
る
こ
と
。

④
生
ご
み
か
ら
で
き
た
堆
肥
の
自
家

処
理
に
努
め
る
こ
と
。

{
補
助
対
象
基
数
}

一
家
庭
に
つ
き
五
年
間
で

一
基

{
補
助
金
の
額
}

一
基
あ
た
り
本
体
購
入
価
格
の

二

分
の
一
以
内
で
、
二
万
円
ま
で

購
入
を
希
望
す
る
人
は
、
印
鑑
を

持
参
し
市
が
認
定
す
る
指
定
販
売
業

者
(
現
在
募
集
中
)
の
庖
頭
に
て
、

購
入
及
び
補
助
の
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
指
定
販
売
業
者
に
つ
い
て

は
、
保
険
環
境
課
生
活
衛
生
係
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮

@
2
1
1
1
(
内
線
1
6
2
)



6月号広報ああず 2000

学
生
の
保
険
料
納
付
特
例
制
度

大
学
や
専
修
学
校
等
に
在
学
し

て
い
る
二
十
歳
以
上
の
学
生
の
人

も
国
民
年
金
の
第

一
号
被
保
険
者

で
す
が
、
本
人
に
は
所
得
が
な
い

場
合
が
多
い
た
め
、
親
が
支
払
っ

て
い
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。

平
成
十
二
年
四
月
か
ら
、
こ
の

よ
う
な
親
の
負
担
を
解
消
し
学
生

が
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
が

で
き
ま
し
た
。

学
生
本
人
の
申
請
に
基
づ
き
、

学
生
さ
ん
自
身
に
一
定
の
所
得
が

あ
る
場
合
を
除
き
国
民
年
金
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
猶
予
さ
れ
ま

す。
具
体
的
な
手
続
き
は
、
学
生
さ

ん
本
人
の
住
民
票
の
あ
る
市
町
村

役
場
の
国
民
年
金
係
で
行
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
そ

の
際
、
年
金
手
帳
、
印
鑑
、
在
学

証
明
書
ま
た
は
学
生
証
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
こ
の
学
生
の
納
付
特

例
期
間
は
、

①
十
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
後
で
納

め
る
こ
と
(
追
納
)
が
で
き
ま
す
。

追
納
す
る
と
そ
の
当
時
納
め
た

の
と
同
じ
扱
い
に
な
り
ま
す
。

追
納
し
て
満
額
の
老
齢
基
礎
年

金
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

②
保
険
料
が
追
納
さ
れ
な
い
場
合

は
、
年
金
を
受
け
る
た
め
必
要

な
期
間
に
は
算
入
さ
れ
ま
す
が
、

老
齢
基
礎
年
金
の
額
の
計
算
に

反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

③
納
付
特
例
期
間
中
に
障
害
者
に

な
っ
た
場
合
は
、
障
害
の
程
度

に
応
じ
た
障
害
基
礎
年
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

※
国
民
年
金
の
お
問
い
合
わ
せ
は

市
役
所
市
民
課
国
民
年
金
係
ま
で
。

宮
(
匂

2
1
1
1
(
内
線
1
1
1
)

出生・死亡・死産・婚姻・離婚の

届け出には職業の記入をf
平成12年4月1日か5平成13年3月31日まで

籍係

内線113

今年10月には国勢調査が実施されます。

国勢調査実施年には、出生・死亡・死産・

婚姻 ・離婚届けをされる人は、届書に「職業

(死亡は産業も )Jを記入していただくことになっ

ています。皆さんのご協力をお願いします。

一戸市民課

宮 24-2111

銃砲や万剣類を発見したときは、すみやかに刀剣類発見

届を発見場所を管轄する警察署の生活安全課に提出し、万

剣類発見届出済証の交付を受けた後、発見者(所有者)自

身が銃砲万剣類を持参し、登録手続きをしてください。

【日時】毎月第 3水曜日(祝日の場合は翌日)

4砂万剣類 13時~16時

.銃砲類 15時~16時

【場所】愛媛県立図書館 2階視聴覚ホール(松山市堀之内)

【持参するもの】

万剣類発見届出済証・該当銃砲刀剣類・身分証明書

(運転免許証、健康保険証など)・手数料 1件につき6，300

円 (登録証再交付手数料は3，500円)

※銃砲万剣類は発見時の状況のまま持参してください。

【問い合わせ先】

愛媛県教育委員会

市
県
民
税
の
一
部
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

六
月
は
、
市
民
税
・
県
民
税
を
納

め
て
い
た
だ
く
月
で
す
。
本
年
度
も

昨
年
に
引
き
続
き
地
方
税
法
の
一
部

が
改
正
さ
れ
、
市
民
税

・
県
民
税
が

次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

【
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
}

一
特
定
扶
養
親
族
に
係
る
扶
養
控

除
額
の
引
き
上
げ

特
定
扶
養
控
除
額
が
次
の
よ
う
に

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

宮 089-934-3229文化財保護課

係【※ 額二
問詳均等割・所得割の非課税限度額の引き上げが均度 特定扶養控除

次等額均

?2ムll 改正前 | 改正後 I ~ 司自罰額の引き上げ
i芸えlz|28方向×家族数 12四×家族数13客室市|改正前143万円

】の |割1+加算額14.4万円+加算額15.2万円|改割げ得
2 税と i l正 の 割
門務こ |所

135万円×家族数 135万円×家族数|さ非 の
線課ろ|得| | |れ課 非
;市主 |割1+加算額31万円 |十加算額32万円 l子税 課 l政正後|時万円
Q 

で
家族を有する場合にのみ加算ぷ限 税

ニ 税 乍度限

5 



6月号広報ああず 2000

大
洲
市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
人
が
人
間
ド
ッ
ク
を

受
診
す
る
と
き
の
費
用
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

こ
れ
は、

病
気
な
ど
の
未
然
防
止

お
よ
び
早
期
発
見
に
よ
る
重
症
化
を

防
ぐ
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
る
も
の

で
す
。

「自
分
の
健
康
は
自
分
自
身

で
守
る
」
た
め
に
、
ぜ
ひ
人
間
ド
ッ

ク
を
受
診
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

{受
診
で
き
る
人
】

V
大
洲
市
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

者
V
平
成
十
二
年
四
月

一
日
現
在
で
、

満
三
十
五
歳
以
上
七
十
歳
未
満
の

人た
だ
し
、
既
に
老
人
医
療
受
給
権

者
に
な
っ
て
い
る
人
は
除
き
ま
す
o

v
前
年
度
中
に
病
院
な
ど
で
入
院
治

療
を
受
け
て
い
な
い
人

V
国
民
健
康
保
険
税
を
完
納
し
て
い

る
世
帯
の
人

{受
診
者
の
負
担
額
}

男
性
九
千
二
百
円

女
性
九
千
八
百
円

{定
員
}
百
八
十
人
程
度

※
希
望
者
多
数
の
場
合
は
、

抽
選
と

な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

な
お
、
抽
選
結
果
は
七
月
上
旬
に

郵
便
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

{受
診
期
間
}

平
成
十
二
年
七
月
十
日
か
ら

平
成
十
三
年
二
月
二
十
八
日
ま
で

{申
し
込
み
受
付
期
間
}

六
月
一
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で

{持
参
品
}
保
険
証
、
印
鑑

{申
し
込
み
先
}保

険
環
境
課
国
保
係

O
こ
の
受
診
結
果
は
今
後
の
保
健
指

導
に
役
立
て
る
た
め
、
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
資
料
と
し
て
提
出
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
ご
理
解
の
う
え

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

O
受
診
さ
れ
る
人
が
決
定
す
る
と
、

市
役
所
保
険
環
境
課
か
ら

「受
診

券
」
を
交
付
し
ま
す
。

O
受
診
日
時
は
、
直
接
医
療
機
関
と

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

[受診できる医療機関](順不同)

医療機関名 電話番号 実施曜日 婦人科検診

市立大洲病院 24-2151 月~金 当院内

喜多医師会病院 25-0535 月~金 院 外

大洲中央病院 24-4551 月-木~日 当院内

加 p 病院 24-5101 月~金 院 外

大洲記念病院 25-2022 月~金 院 外

[受診費用の内訳]

国 保 受診者
性別 費用額 助成額 負担額

( 8割) ( 2割)

男性 46，000円 36，800円 9，200円

女性 49，000円 39，200円 9，800円

児童手当の現況周
11m月中に手続きを.'

福祉事務所

社会福祉課庶務係

合 内線iI:1l

※祝日は受診できません。

現
在
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る

人
は
、
六
月
末
ま
で
に
「
児
童
手
当

現
況
届
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
福
祉
事
務
所
社
会
福
祉
課
ま
た

は
最
寄
り
の
各
連
絡
所
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

こ
の
現
況
届
は
、
受
給
者
の
前
年

の
所
得
状
況
や
六
月
一

日
現
在
で
の

養
育
の
状
況
な
ど
を
確
認
す
る
た
め

に
、
毎
年
提
出
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
も
の
で
す
。

手
続
き

Q
&
A

問
届
出
書
に
記
入
す
る
内
容
は
去

年
と
同
じ
な
ん
で
す
け
ど
、
届
け

出
を
し
な
い
と
い
け
な
い
の
?

筈

届
け
出
は
毎
年
必
要
で
す
/

引
き
続
い
て
受
給
資
格
が
あ
っ

て
も
、
期
限
内
に
現
況
届
を
提
出

さ
れ
な
い
場
合
は
、
六
月
分
以
降

の
手
当
の
支
払
い
が
停
止
さ
れ
ま

す。
必
ず
期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く

6 

だ
さ
い
。

問
現
況
屈
の
書
類
は
ど
う
し
た

5

も
5
え
る
の
?

筈
郵
送
で
お
届
け
し
ま
す
。

{現
況
届
の
送
付
に
つ
い
て
}

現
況
届
に
必
要
な
書
類
な
ど
は
、

六
月
上
旬
に
送
付
す
る
予
定
で
す
。

間
受
給
要
件
に
あ
て
は
ま
る
の
に

書
類
が
届
か
な
か
っ
た

5
ど
う
す

る
の
?

答
受
給
要
件
を
満
た
し
て
い
る
の

に
、
六
月
中
旬
を
過
ぎ
て
も
書
類

が
届
か
な
い
場
合
に
は
、
社
会
福

祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〈
現
在
の
児
童
手
当
の
受
給
要
件
は

次
の
と
お
り
で
す
。〉

要
件
に
該
当
す
る
人
で
、
ま
だ
児

童
手
当
の
申
請
を
し
て
い
な
い
人
は
、

社
会
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【受
給
要
件
】

-
三
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て
い

る
こ
と
。

※
た
だ
し
、

①
所
得
が
一
定
額
以
上
の
人
は
該

当
し
ま
せ
ん
。

②
公
務
員
の
人
は
、
勤
務
先
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
福
祉
事
務
所
社
会
福

祉
課
庶
務
係
ま
で

宮

@
2
1
1
1
(内
線
1
8
1
)



6月号広報ああず 2000

.晶圃

J、
第

回
大
洲
ジ
ヨ
ヲ
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会

こ
の
大
会
に
は
、
初
心
者
の
人
で
も
気
軽
に
参
加
が
で
き
ま
す
。

特
に
今
回
は
、
「
伊
予

i
大
洲
聞
・
四
国
縦
貫
自
動
車
道
全
線
開
通

記
念
協
賛
事
業
」
と
し
て
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
小
学
生
部
門

に
新
設
し
た
「
駅
伝
」
を
中
学
生
部
門
に
も
追
加
し
ま
し
た
。
全
国

文
口
地
か
う
出
場
し
て
く
る
選
手
と
も
友
情
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
夏
休
み
の
思
い
出
に
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

出
場
者
募
集
中
，
J

【
開
催
日
}

平
成
ロ
年
8
月
6
日
(
日
)

【
開
催
場
所
}

肱
川
・
肱
川
緑
地
公
園
・
多
目
的

グ
ラ
ウ
ン
ド

{
競
技
種
目
】

V
小
学
生
部
門

4
1
6
年
生
各
男
子
・
女
子
の
部

駅
伝
の
部
(
男
女
・
学
年
混
合
可
)

V
中
学
生
部
門

男
子
・
女
子
の
部

駅
伝
の
部
(
男
女
・
学
年
混
合
可
)

V
高
校
生
部
門

男
子
・
女
子
の
部

{
競
技
内
容
】

V
小
学
生
部
門

ス
イ
ム

l
o
o
m
-
バ
イ
ク
6
回

ラ
ン

2
回

V
中
学
生
部
門
・
高
校
生
部
門

ス
イ
ム

2
0
0
m
-
バ
イ
ク
日
h

ラ
ン

4
h

{
定
員
}

1
5
0
名
(
各
部
門
の
合
計
)

{
参
加
費
}

1
0
0
0
円
(
駅
伝
は

1
チ
l
ム

3
0
0
0
円
)

{
申
し
込
み
・
受
付
期
間
}

6
月
1
日
か
ら

7
月
刊
日
ま
で

{
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
市
教
育
委
員
会
内
ジ
ュ
ニ

ア
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
実
行
委
員
会

大
洲
市
大
洲
6
9
0
番
地
の
l

宮

@
2
1
1
1

(
内
線

5
5
4
・
5
5
5
)

六
月
と
九
月
の
毎
週
水
曜
に
実
施

う
か
い
市
民
廿
E
ビ
ス
デ
E

最
高
で
二
万
四
千
円
も
お
得
で
す
/

昭
和
三
十
二
年
か
ら
行
っ
て
お
り

ま
す
大
洲
の
で
っ
か
い
」
は
、
今
年

で
四
十
三
年
を
迎
え
、
「
日
本
三
大

う
か
い
」
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
ま

で
に
な
り
ま
し
た
。

大
洲
の
最
大
の
観
光
イ
ベ
ン
ト
で

あ
る
で
っ
か
い
」
を
広
く
市
民
の
皆

さ
ま
に
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う

に
、
今
年
よ
り
で
っ
か
い
登
録
府
組

合
で
は
、
で
っ
か
い
市
民
サ
ー
ビ
ス

デ
ー
」
を
拡
大
し
て
実
施
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

気
軽
な
料
金
で
大
洲
な
ら
で
は
の

情
緒
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
デ
ー

{
実
施
月
及
び
曜
日
}

六
月
と
九
月
の
毎
週
水
曜
日

{
乗
船
時
間
}
十
九
時
j
二
十
一
時

{
乗
船
場
所
}

う
か
い
レ
ス
ト
プ
ラ
ザ
ま
た
は
、

如
法
寺
河
原

お
わ
た
?
ら

{
下
船
場
所
}
大
洲
城
苧
綿
櫓
下

{
観
覧
料
金
}

六
月
と
九
月
の
毎
週
水
曜
日

V
大
型
(
貸
切
十
八
人
乗
り
、
通
常

三
万
五
千
円
)

二
万
三
千
円

V
小
型
(
貸
切
十
二
人
乗
り
、
通
常

二
万
五
千
円

)

一

万

七

千

円

九
月
二
十
日
で
っ
か
い
最
終
日
)

V
大
型
(
貸
切
十
八
人
乗
り
、
通

常
三
万
五
千
円
)
一
万
一
千
円

V
小
型
(
貸
切
十
二
人
乗
り
、
通

常
二
万
五
千
円
)
九
千
円

※
料
理
・
飲
み
物
は
別
途
承
り
ま
す
。

{
問
い
合
わ
せ
先
}

大
洲
市
観
光
協
会
宮
@
2
6
6
4

ま
た
は
、
う
か
い
登
録
庖

|電波はルールを守って使いましよう I

不法電波はみんなの迷惑です。電波法令は電波を正

しく利用するルールを定めています。ルールに従い、

無線機は免許を受けて使いましょう。

電波利用保護旬間・ 6月1日---10日

郵政省四国電気通信監理局

合 089-936 -5051 

7 



主な施設一覧 Address and Oial I nformation 

.警察関係主な施設一覧

大洲市役所 24-2111 大洲690-1

中 央公民館 24-3161 大洲1-甲5

久米公民館 23-3527 阿蔵甲4662

肱北公民館 24-6302 中村618・1

平公民館 25ー1131 徳森2280-2

平野連絡所 (公民館) 24-2431 平野町平地25-3

南久米連絡所 (公民館) 24-2208 北只58

菅団連絡所(公民館) 25-2901 菅田町菅田甲740

大川連絡所 (公民館) 27-0200 森山甲437-1

柳沢連絡 所 (公民館) 25-2400 柳沢甲738

新谷連絡所(公民館) 25-0024 新谷乙1507-3

三善連絡所(公民館) 26-0120 春賀甲950

八多喜連絡所 (公民館) 26-0145 八多喜町甲63-2

上須戒連絡所 (公民館) 26-0146 上須戒甲1277-1

.消防

消防本部

.病院

大洲病院 12μ4一21叩問5引11西大洲甲U

〈救急当番病院〉

大洲病院(月・火)

加戸病院 (水)

-福祉関係施設

総会福祉センター 23-0294 東大洲270-1

老人福祉センター 23-0294 今

ミニシルバー人材セン安一 23-0294 " 
テーイサービスセンヲ 23-0294 " 
在宅介護支援センター 23-0294 4シ

愛育ホーム 23-0294 " 
保健セン安一 23-0310 。

大洲学園 25-2025 市木1005-1

清和国 25-5336 市木1218

幸楽園 24-3075 西大洲甲911

大洲育成園 25-5251 市木1215

特別養護老人ホームとみす寮 23-0210 大洲810・1

大洲隣保館 24-6100 東大洲53-1

大洲福祉会館 25-0947 新谷乙688-1

.暮らし関係

肱南浄化センヲー 23-3090 阿蔵甲1567

大洲・喜多衛生事務組合清流園 26-0200 米津甲1-2

大洲市・長浜町環境セン安一 26ー1615八多喜町乙1263

大洲火葬場 24-4714 西大洲甲1867

不燃物埋立地 24-7053 長谷30

基幹集落セン合一 27-0522 蔵川甲2236-2

農村活性化セン空ー 25ー1266 回処甲213

大洲市管工事協同組合 23-3398 大洲891-1

四国電力大洲営業所 24-2135 若宮535-2

汲取り受付センター 25-1010 

.観光施設・駐車場‘

大洲市観光協会 24-2664 大洲690-1

おおす赤煉瓦館 24-1281 大洲60

臥龍山荘 24-3759 大洲411-2

オートキャンプ場・コテージ 23-2384 菅田町大竹乙938-1

フラワーパ-7おおす 59-1150 西大洲甲1766-7

肱北駐車場 24-2506 中村262-1

.スポーツ関係

総合体育館

徳森公園

" 

図書館 24-4419 大;州678司 1

博物館 24-4107 中村618-1

市民会館 24-4105 大洲891-1

毛利記念館 24-2851 中村435

社会教育センター 24-6302 中村618-1

勤労青少年ホーム 24-3161 大洲1-甲5

視目車覚センター 24-3161 4シ

徳森児童セン合一 25-4735 徳森1809-1

大洲児童館 24-2285 大洲898-1

大洲少年自然の家 26-0831 上須戒丙576

学校給食セン安一 25-5224 市木797

時叶一-E'-
育一

〉

保
一
位・一σ

大洲保育所 24-2919 大洲709-1

肱南保育所 24-3104 柚木340-21

肱北保育所 24-3188 東大洲85-1

喜多保育所 24-2749 中村462-2

徳森保育所 25-4020 徳森2632-32

南久米保育所 24-3754 北只411

菅田保育所 25-5163 菅田町菅田甲1806-2

大成保育所 27-0706 森山甲729-1

柳沢保育所 27-5720 t~p).尺甲 610- 1

新谷保育所 25-06∞ 新谷町甲259-1

三善保育所 26-0612 春賀甲1182

粟津保育所 26-0220 八多喜町甲1253

上須戒保育所 26ー1128上須戒甲1511

業

一
業

-

!

一
営

一
営

宵

一

野

一
洲

一
洲

育

一

・

洲

一
大

一
大

儒

一
匿

-

大

一
ス

一
ス

〉
一

児

一

育

一

予

一

バ

一

は

一
四日

一
時
一
駅
一
市

一
嶋

一
山市

A
W

一

E
E--一川
一判
長

大洲警察署 24-0110 大洲636

肱北交番 24-3498 若宮528-3

平野駐在所 24-2411 西大洲甲5-14

菅田駐在所 24-4000 菅田町菅田甲1972-4

森山駐在所 27-0300 森山甲1104-5

柳沢駐在所 25-2811 柳沢甲751・1

新谷駐在所 25-0710 新奇乙1403-1

八多喜駐在所 26-0101 八多喜町甲64-2

字和川駐在所 34-2351 宇和川3462

ヤンクテレホン 23-4976 

.郵便局

大洲郵便局 24-3830 大洲728-1

若宮郵便局 24-4983 田口甲7-3

徳森簡易郵便局 25-3110 徳森2353-5

平野郵便局 24-4982 平野町野田142-1

北只郵便局 24-4984 北只73-5

菅田郵便局 25-5301 菅田町菅回甲730

大川郵便局 27-∞01 森山甲699-7

成能簡易郵便局 27-0431 成能甲891-2

蔵川簡易郵便局 27-0211 蔵川甲265

柳沢郵便局 25-0344 柳沢甲742・3

回処簡易郵便局 25-3657 回処甲704

新谷郵便局 25-0125 新谷町94-3

三善簡易郵便局 26-0214 春賀甲950

八多喜郵便局 26-0∞1 八多喜甲39

上須戒郵便局 26-0300 上須戒甲1290-8

.県の機関

八幡浜地方局大洲出張所

大洲保健所

大洲地域農業改良普Eセン貴一

県土地開発公社

.国の機関・その他

建設省大洲工事事務所 24-5185 中村210

建設省肱川出張所 25-4649 新谷申980・1

建設省大洲国道出張所 24-3253 北只164

日本道路公団大洲出張所 24ー1191 東大洲180-1

松山食糧事務所大洲支所 24-4195 東大洲250-1

農政局統計情報事務所大洲出張所 24-3023 田口甲2022-7

大洲簡易裁判所 24-2038 大洲845

大洲拘置支所 24-4280 大洲845-3

松山地方検察庁大洲支部 24-2415 。

法務局大洲支局 24-4155 田口甲2022-18

大洲税務署 24-3115 大洲689

大洲公共職業安定所 24-3191 中村210-6

自衛隊大洲募集事務所 24-3115 大洲690-1

国立大洲青年の家 24-5175 北只1086

透明ケースなどに入れて、電話帳としてご利用ください。



教 室
〔大人向け〕参加を希望する人は、

込みください。
人数に制限のある教室もあります。お早めにどうぞ f

案内
中央公民館までお申し

._，..号

、ー

6月号広報ああず 2000

のふるさと見聞講座
大洲の自然と

歴史・文化を

学んでみませんか 教室名
実施日時 そ の イ白(講師名)

英会話 1・3火曜 7月再開予定。基礎学習の習得が中心です。
(紺田満徳) 19: OO~ 初級者歓迎。テキス卜代は自己負担。

料 理 2・4木曜
材料費 1回当800円は自己負担。(纏木照子) 19: OO~ 

牽 道 2 . 4水曜
講師の都合により、実施日を変更する場合

(平井繁義) 19: OO~ があります。

バドミントン
毎木曜 場所は勤労者体育館(平野運動公圏内)。
20: OO~ ラケットは各自ご用意ください。

時間は、約2時間程度です。その他会費等を徴収している教室もあります。

〔子ども向けJ6月12日までに、学校の方へお申し込みく
ださい。

その他

7月以降の第2・ 4土曜日
(午前 g~ll時)に実施します。
対象は小学校 4~6 年生です。
卓鎌ラケットは各自己用意下さい。

)
 

1
 

(
 
(2) 
(3) 

市
立
博
物
館
で
は
、
平
成
十
二
年

度
ふ
る
さ
と
見
聞
講
座
の
受
講
生
を

募
集
し
ま
す
。

こ
の
講
座
は
、
大
洲
の
自
然
、
歴

史
、
文
化
な
ど
に
つ
い
て
学
び
、
郷

土
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

た
め
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

各
分
野
で
郷
土
を
研
究
さ
れ
て
い

る
人
の
講
話
や
体
験
学
習
、
現
地
研

修
な
ど
楽
し
み
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
講
座
で
す
。

【
本
年
度
の
予
定
】

O
講
話
(
子
ど
も
の
頃
)

O
大
洲
の
伝
承
文
化

大洲市立博物館

宮 24-4107

教えます II田植え体験」参加者募集

素人さん大歓迎f
大洲青年農業者協議会

平成12年 6月18日(日)

オズグリーン裏の水田
大洲市役所(3階)農林課農政係

官24ー2111 内線362

500円(保険料)
6月15日(木)

13 : 00開催

プロの技

.主催

・日 時
.場所

・申し込み先

.参加費

.締め切り

O
佐
田
岬
灯
台

。
岩
屋
寺
と
久
万
美
術
館

。
パ
l
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

O
し
め
縄
飾
り

{

会

費

}

実

費

{
募
集
期
限
}

六
月
三
十
日
幽
ま
で

{
申
し
込
み
方
法
}

お
電
話
で
博
物
館
ま
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

大
洲
市
立
博
物
館

大
洲
市
中
村
六
一
八
ー

一

宮

@
4
1
0
7

人
権
を

〈
ら
し
の
な
か
に
(
七)

最
近
1

マ
ス
コ

ミ
が
こ
れ
は
「
差

べ

っ

て

き

は

つ

げ

ん

お

も

別
的
発
一言
」
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

こ

と

カ

ら

と

あ

も

ん

だ

い

る
事
柄
を
取
り
挙
げ
、
問
題
と
な
る

お
お

こ
と
が
多
く
な

っ
て
き
ま
し
た
。
な

か
に
は
そ
れ
を
知
っ
て
、
た
だ
ち
に

お
く

フ
ァ
ッ
ク
ス
や
メ
l
ル
を
送
っ
た
り
、

し

ん

ぷ

ん

と

う

し

よ

ら

ん

い

け

ん

よ

新
聞
の
投
書
欄
に
意
見
を
寄
せ
ら
れ

か

た

す

く

る
方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

じ

ん

け

ん

い

し

き

た

か

こ
れ
は
、
人
権
意
識
の
高
ま
り
を

し

め

た

い

へ

ん

よ

ろ

こ

示
す
も
の
と
し
て
、
大
変
喜
ば
し
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

に
ち
じ
よ
う
は
な

そ
こ
で
、
日
常
の
話
し
こ
と
ば
な

あ
ら
わ
さ
べ
っ
て
き
ひ
ょ
う
げ
ん

ど
に
表
れ
る
差
別
的
表
現
に
つ
い
て

カ
ん
カ

考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

す
、
つ
ね
ん
ま
え

数
年
前
の
こ
と
で
す
が
、
あ
る
新

聞
の
「
投
書
欄
」
に
、

A
さ
ん
の
意

見
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
A
さ
ん
の

よ

う

や

く

わ

た

し

は

や

意
見
を
要
約
す
る
と
「
私
は
、
早
く

お

っ

と

び

ょ

う

き

う

し

な

お

ん

な

で

夫
を
病
気
で
失
い
、
女
手
ひ
と
つ
で

そ

う

じ

ふ

ふ

た

り

む

す

こ

掃
除
婦
ま
で
し
て
、

二
人
の
息
子
を

そ
だ育

げ
は
立
た
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。

数
日
後
、
「
投
書
欄
」
に

B
さ
ん

か
ら
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
B

く
ろ
う

さ
ん
は
、

A
さ
ん
が
大
変
な
苦
労
を

し
て
二
人
の
息
子
さ
ん
を
育
て
あ
げ

け

い

い

ひ

ょ

う

た
こ
と
に
敬
意
を
表
し
な
が
ら
も
、

「
掃
除
婦
ま
で
し
て
」
と
い
う
表
現

す

る

ど

ひ

は

ん

に
鋭
い
批
判
を
し
て
い
ま
し
た
。

「
掃
除
婦
ま
で
し
て
」
と
い
う
表

し
ょ
く
ぎ
ょ
う
さ
ベ
つ
い
し
き

現
に
は
、

A
さ
ん
の
職
業
差
別
意
識

同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

No.260 

人
権
と
同
和
教
育

の
、
つ
こ
う
ひ
ょ
う
じ

が
濃
厚
に
表
示
さ
れ
て
い
る
と
い
う

の
で
す
。
「
ま
で
し
て
」
と
い
う
こ
と

は
、
掃
除
婦
な
ど
し
た
く
な
い
の
に
、

「
し
か
た
な
く
や
っ
た
」
と
い
う
意

し

め

い

じ

志
が
明
示
さ
れ
て
い
る
と

B
さ
ん
は

し
て
き

指
摘
し
た
の
で
す
。

し

ん

い

は

は

ひ

と

り

こ

A
さ
ん
の
真
意
は
、
母

一
人
で
子

、っ、え

ど
も
を
育
て
て
い
く
上
で
の
大
変
な

苦
労
と
、
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
子
ど
も

り

っ

ぱ

せ

い

ち

ょ

う

か

た

が
立
派
に
成
長
し
た
喜
び
を
語
る
も

の
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

A
さ
ん
の
よ
う
に
、
発
言
し
て
い
る

カ

わ

き

ベ

つ

い

し

き

け

っ

か

側
に
差
別
意
識
が
な
く
て
も
、
結
果

と
し
て
差
別
を
し
て
し
ま

っ
て
い
る

ば
あ
い

場
合
も
あ
る
の
で
す
。

け

っ

き

ょ

く

じ

ぷ

ん

じ

し

ん

結
局
A
さ
ん
は
、
自
分
自
身
の
な

込ぜ

か
に
あ
る
差
別
意
識
に
気
が
つ
か
な

わ

け

ぷ

ら

く

さ

ベ

つ

か
っ
た
訳
で
す
。
部
落
差
別
の
よ
う

い

ち

ぷ

ひ

と

に
、
一
部
の
人
た
ち
を
差
別
す
る
こ

ゆ
る

と
は
許
さ
れ
な
い
問
題
で
す
が
、

A

む

い

し

き

さ
ん
の
よ
う
に
、
無
意
識
の
う
ち
に

か
い
し
よ
う

し
て
し
ま
う
差
別
も
、
差
別
を
解
消

お
お

し
て
い
く
上
で
、
大
き
な
澗
一
唱
匂
す
。

差
別
別
的
表
現
の
問
題
の
根
本
は
、

「
一
言
葉
」
そ
の
も
の
に
あ
る
の
で
は

な
く
、
そ
れ
を
発
す
る
人
の
意
識
に

あ
る
か
ら
で
す
。

9 
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平成12年 5月1固まで

に皆織かうお寄せいただ

いた復元のための募金額

は、 157，363，978円

です。

広報おおず 2000

かむら版

大洲市は、市の新しいシンボルとして、市制施行50周年を迎える平成16年
(2004)の完成を目指し、大洲城天守閣復元事業に取り組んでいます。大洲
城に関する写真や資料などをお持ちの人はご連絡ください。また、このコー
ナーに対してのご意見も募集しています。

商工観光課まちづくり対策係 ft@2111(内線22 2 ) 

城
の
あ
る
風
景
①

(
一
五
三
七
)
に
天
守
が
造
営
さ
れ
、

織
田
信
康
が
城
主
に
な
り
天
文
十
六

年
に
は
そ
の
子
信
清
が
継
ぎ
ま
し
た
。

慶
長
五
年
三
六
O
O
)
の
関
ケ
原

合
戦
の
前
後
に
は
、
石
川
光
吉
、
小

笠
原
吉
次
が
城
主
と
な
り
、
こ
の
こ

ろ
近
世
城
郭
が
完
成
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
平
岩
親
吉
の
あ
と
元
和
四

年
(
二
ハ
一
八
)
成
瀬
正
成
が
城
主

と
な
り
明
治
に
至
り
ま
す
。
現
在
で

も
こ
の
城
は
成
瀬
氏
所
有
と
な
っ
て

い
て
、
近
世
以
前
か
ら
続
く
城
と
し

て
は
唯
一
個
人
所
有
の
城
な
の
で
す
。

犬
山
の
魅
力
と
は
、
大
規
模
な
レ

ジ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
だ
け
で
な
く
、
川

と
山
の
自
然
美
、
そ
の
美
し
さ
の
中

に
裏
付
け
ら
れ
た
歴
史
性
に
こ
そ
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

愛
知
県
犬
山
市

愛
知
県
の
北
西
部
、
岐
阜
県
と
の

境
を
流
れ
る
木
曽
川
を
臨
ん
で
犬
山

城
は
建
っ
て
い
ま
す
。
人
口
七
万
二

千
人
ほ
ど
の
こ
の
町
に
は
、
江
戸
時

代
か
ら
鵜
飼
い
が
営
ま
れ
、
古
式
ゆ

か
し
い
伝
統
の
技
が
今
に
伝
わ
っ
て

い
ま
す
。

犬
山
市
に
は
、
犬
山
城
、
日
本
モ

ン
キ
ー
セ
ン
タ
ー
、
明
治
村
、
リ
ト

ル
ワ
ー
ル
ド
な
ど
観
光
施
設
が
点
在

し
て
い
て
、
日
本
全
国
か
ら
大
勢
の

人
々
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
な
か
で
も
犬
山
城
は
、
今
か

ら
四
百
五
十
年
ほ
ど
前
に
築
か
れ
た

日
本
で
唯
一
の
個
人
所
有
の
城
で
す
。

外
観
三
層
、
内
部
四
階
建
、
地
下
二

階
付
の
構
錨
庁
、
ふ
本
軍
嘩

的
彊
根
に
唐
破
風
と
千
鳥

破
風
を
備
え
た
天
守
閣
は
、

国
宝
に
指
定
さ
れ
打
レ
ま

す
。
最
上
層
は
、
望
楼
型

式
で
高
欄
が
配
さ
れ
、
北

に
は
美
濃
の
山
々
、
北
東

か
ら
東
に
か
け
て
は
木
曽

峨
御
岳
、

恵
那
山
、
南
に
は

犬
濃
尾
平
野
、
西
に
は
伊
吹

宮
山
、
岐
車
城
を

一
望
す
る

川
こ
と
が
で
き
ま
す
。
眼
下

U

の
木
曽
川
に
影
を
落
と
す

川
秀
麗
な
姿
は
、
夜
と
も
な

川
れ
ば
、
照
明
に
浮
か
び
あ

槽
が
り
、
幻
想
的
な
美
し
さ

二

企
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

こ
の
城
は
、
天
文
六
年

三~可
どうぞご利用ください

ソーラーシステム相談センター
太陽エネルギーを利用して

給湯などに利用されているソー

ラ システムは、地球環境保

全の観点から近年ますます注 ~
目されています。 司、、

ソ ラーシステムの購入や ご温~
取り付け後のクレーム発生で

お困りのときなど、消費者の

さまざまな疑問にお答えし、

太陽工ネjレギーに関する情報

を提供する公的な無料相談窓

口です。お気軽にご利用くだ

さい。

ソーラーシステム相談センター・

香川

10 

劇団注入ソーラーシステム振興協会
〒105剖""聞郡都墨芭笥・一丁目4・10号鱗，..ピル8隔 Tel.03(3593)3636(問

http://www.solarsystemkyokai.or.jp 

フリーダイヤル

0120-447-688 
ご相談受付時間 9:00-17:00 

(休日 :土曜 ・日曜 ・祝日)

土

砂

災

害

に

対

す

る

備

え

象
情
報
を
正
し
く
つ
か
ん
で
お
き

中ま
1

レよ、っ。

女
万
一
に
備
え
て
、
あ
ら
か
じ
め
家

族
で
避
難
場
所
や
避
難
経
路
な
ど

を
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

A 木曽川上流から犬山城を臨む

今
年
も
ま
た
、
梅
雨
の
時
期
を
迎

え
ま
す
。
こ
の
時
期
は
、
長
雨
や
集

中
豪
雨
に
よ
り
毎
年
各
地
で
河
川
が

氾
濫
し
た
り
、
ガ
ケ
く
ず
れ
や
地
す

べ
り
な
ど
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
災
害
か
ら
尊
い
命
や
財

産
を
守
る
た
め
、
次
の
こ
と
に
.注
意

し
ま
し
ょ
、
っ
。

-R家
の
ま
わ
り
の
排
水
路
を
清
掃
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

女
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
で
、
事
前
に
気
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広報ああず 2000 6月号

守主う

も酔

v.プ

<) 

う匠の交通茶屋
大洲警察署・大洲交通安全協会などの主催により、う匠

の佐々木長治さん・コズエさん夫婦も参加して交通茶屋ガ
東大洲バイパスで行われました。通り力、かったドライバ な
どに交通事故防止の反射材やチラシを配布して安全運転を
呼びかけました。

守②

• 

大洲史談会ガ慰霊碑を建立
明治維新のとき、奥州戦争に参加し、新潟河口で亡くなっ

た、大洲藩船 f茨福丸j船員の墓ガ新潟で発見されました。
これをうけて、大洲史談会ガ現地を訪問レ、慰霊碑を建立
しました。

守会)正5332詰鋭部222宣言@あ家君影町長記号錯誤fタゐ会鴎鍔23?怨2237zz
~レガおおず赤煉瓦館で開催されました。~ドゴJl..フ大会ガ関かれました。~セヲ城1止などを題材に筆を走らせました。

(家主で¥ 東若宮土地区画整理組合設蹴制 緩ネミ¥ 肱川漁協による稚あゅの放流ガあり肱 aっこ¥ 桜の名所大洲城の高欄櫓と台所櫓の

でさじぷ錯綜克明22説さそ⑤詑ERT35?223長需品dzモ@端信号E552552ぽ展

⑬ 2151115雲関税@会iifiiii露。閥単足。謀議時2iftfiFE



6月号広報ああず 20∞

あなたの健康を

サポートします

保健センタ-B@0310 

いきいき

Li{e 

実
施
場
所
は
、
い
ず
れ
も
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー

2
階
で
す
。

【
乳
幼
児
健
康
診
査
】

0
6
月

6
日

ω
平
成
ロ
年
1
月
生
※

0
6
月
初
日

ω
平
成
四
年
日
月
生

0
6
月
間
μ
日

ω
平
成
9
年

5
月
生

受

付

時

間

日

時
j
日
時
叩
分

持
参
品
母
子
手
帳
・
ア
ン
ケ
ー
ト

パ
ス
タ
オ
ル
(
※
の
み
)

【
叩
カ
月
児
育
児
相
談
}

0
6
月

5
日

開

平

成

日

年

8
月
生

受
付
時
間

9
時
泊
分
j

m
時

持
参
品
母
子
手
帳
・
ア
ン
ケ
ー
ト

パ
ス
タ
オ
ル

【
健
康
相
談
・
栄
養
相
談
】

0
6
月
出
日
開

相
談
時
間

叩
時
j
ロ
時
・
日
時
j
日
時

持
参
品
健
康
手
帳
(
予
約
制
)

成
人
病
(
生
活
習
慣
病
予
防
)

検
診
・
が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ

生
活
習
慣
病
の
原
因
は
、
栄
養
の
偏

り
、
運
動
不
足
、
お
酒
の
飲
み
過
、
ぎ
、 大洲保健所 B@3165

1日曜・祝祭日の当番医|

6月4日 石川内医院(若宮)

(日) ft24-3306 

6月11日 小川整形医院(三の丸)

(日) ft23-5596 

6月18日 中塚内医院(西大洲)

(日)含 24-0606

6月25日 東大洲城戸眼科(東大洲)

(日) ft24-1010 

喫
煙
、
ス
ト
レ
ス
・
:
。
こ
の
よ
う
な
習

慣
の
積
み
重
ね
が
、
心
臓
病
、
糖
尿
病

な
ど
の
要
因
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
検
診

を
受
け
て
健
康
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、

自
分
の
生
活
を
見
直
し
て
、
病
気
に
な

り
に
く
い
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
-
ま
し
ょ

、つ
J
O検

診
の
申
し
込
み
を
さ
れ
た
人
に
は
、

問
診
票
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
記
入

し
て
当
日
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

-R成
人
病
・
結
核
検
診
・
肺
・
胃
・
大

腸
・
婦
人
が
ん
検
診

O
久
米
公
民
館

6
月
8
日
附

O
大
洲
市
民
会
館

6
月
日
日
附
・
日
日
同

-R成
人
病
・
結
核
検
診
・
肺
・
胃
・
大

腸
が
ん
検
診

O
三
善
連
絡
所

6
月
初
日
幽

女
婦
人
が
ん
検
診

O
菅
団
連
絡
所

6
月
ロ
日
開
・
日
日
川
W

V
料
金
胃
が
ん
検
診

9
0
0
円

大
腸
が
ん
検
診

4
0
0
円

子
宮
が
ん
検
診

2
0
0
円

叩
歳
以
上
の
人
は
無
料
で
す
。

時
間
に
つ
い
て
は
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク

カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

曜日によって救急当番病院は変

わります。昼間 ・夜間の急患など、

ご相談は、その日の当番病院まで。

水

市立大洲病院(西大洲)

ft24-2151 

加戸病院(若宮)

ft24-5101 

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

救急当番病院

日

月・火曜日

木~日曜日

曜

大
洲
保
健
所

大
洲
保
健
所
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
い
ず
れ
も
予

約
が
必
要
で
す
。

【
エ
イ
ズ
検
査
・
相
談
】

O
第

1
・
3
火

曜

日

日

時

j
ロ
時

【
難
病
医
療
相
談
】

O
第
3
火

曜

日

目

時

1
日
時

【
女
性
の
健
康
相
談
】

O
第

3
木

曜

日

日

時

j

u
時

【
精
神
保
健
福
祉
相
談
】

O
第

3
金

曜

日

日

時

j
日
時

【
思
春
期
保
健
相
談
】

O
第

4
木

曜

日

日

時

j
日
時

【
ピ
カ
イ
チ
歯
の
健
康
相
談
】

0
6
月

幻

日

制

日

時
j
日
時

対
象
就
学
前
児
童

(
4
1
6歳
)

内
容
歯
科
検
診
、
み
が
き
指
導
、
フ
ツ

ソ
塗
布
、
健
康
相
談
な
ど

0
6
月
1
日
同

市
立
大
洲
病
院
叩
時

i
u時

仙
味
エ
キ
ス
日
時
加
分
j

M
時
却
分

0
6
月
初
日
幽

西

田

興

産

叩

時
j

U
時

喜
多
医
師
会
病
院
日
時
加
分
i
M
時
却
分

平
成
十
二
年
度

生
涯
学
習
講
座
ご
案
内

ー

会

員

募

集

|

大
洲
市
立
図
書
館

-
回

5
月
出
日
附

2
回

6
月
お
日
附

3
回

7
月
初
日
嗣

古
文
書
解
読
大
洲
藩
君
命
録

講

師

芳

我

一
章
先
生

4
回

8
月
お
日
附

郷
土
の
歴
史
近
代
大
洲
教
育
こ
ぼ

れ
話
(
明
治
期
の
ユ
ニ
ー

ク
な
教
師
と
生
徒
た
ち
)

講

師

澄

田

恭

一

先

生

5
回

9
月
幻
日
制

郷
土
の
歴
史講

師

村

上

恒

夫

先

生

6
回

目

月

お

日

附

読
書
楽
し
い
読
書

講

師

久

保

史

朗

先

生

7
回

日

月

幻

日

制

読
書
歴
史
小
説
を
読
む

講

師

稲

積

絢

烹

先

生

8
回

1
月
白
日
附

9
回

2
月
お
日
剛

山
田

3
月
出
日
制

古
文
書
解
読
大
洲
藩
君
命
録

講

師

芳

我

一

章

先

生

女
場
所
大
洲
市
立
図
書
館

安

時

間

午

前

9
時
加
分
l
日
時
加
分

食

会

費

無

料

申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
図
書
館

へ
8
@
4
4
1
9

六
月
新
刊
案
内

だ
か
ら
、
あ
な
た
も
生
き
ぬ
い
て

大
平
光
代
著

12 

異

境

に

楽

し

む

山

旅

後

藤

介
護
保
険
で
福
祉
が
消
え
る伊

藤
周
平
著

お
い
し
い
定
年
後
の
生
活
防
衛
マ
ニ
ュ

ア
ル
村
田
浩
司
・
も
り
す
ぐ
る
著

中
学
生
を
も
っ
両
親
へ
山
田
暁
生
著

競
争
力

R
-
K
・
レ
ス
タ

l
著

“

転

職

"

で

勝

つ

町

田

洋

次

著

ネ
ッ
ト
パ
ワ

l

早

川

優

著

こ
こ
か
ら
日
本
は
よ
み
が
え
る

筑
紫
哲
也
・
福
岡
政
行
著

遺
言
を
の
こ
し
な
さ
い
清
水
勇
男
著

シ
ン
メ
ト
リ
ー
な
男
竹
内
久
美
子
著

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
家
が
建
っ
た

大
戸
浩
ほ
か
著

上
沼
恵
美
子
の
お
し
ゃ
べ
り
ク
ッ
キ
ン

グ
①
A
B
C
-
辻
調
理
師
専
門
学
校
編

繁
盛
庖
心
得
帳

食
品
流
通
構
造
改
善
促
進
機
構
編

野
菜
栽
培
の
基
礎
鈴
木
芳
夫
ほ
か
著

蘭
の
世
界

2
0
0
0

読
売
新
聞
社

ガ

1
デ
ニ
ン
グ
基
本
大
百
科
集
英
社

安
達
瞳
子
の
花

一
路

荒

井

貌

著

は
じ
め
て
の
山
歩
き
樋
口
英
子
著

球
界
オ
モ
シ
ロ
見
聞
録
豊
田
泰
光
著

お
年
よ
り
に
、
つ
け
る
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン

斎

藤

道

雄

著

お
い
し
い
お
茶
9
つ
の
秘
伝
佃
一
輝
著

少

女

の

領

分

入

江

曜

子

著

華

栄

の

丘

宮

城

谷

昌

光

著

百
年
の
預
言
上
・
下
高
樹
の
ぶ
子
著

男

柳

美

里

著

項

羽

塚

本

青

史

著

下

回

情

死

行

西

村

京

太

郎

著

栄
光

一
途

雫

井

体

問

介

著

乳

母

車

の

狙

撃

手

赤

川

次

郎

著

閣

の

殺

裁

者

北

上

秋

彦

著

蔭

の

棲

み

か

玄

月

著

小
町
・
中
町
浮
世
を
ゆ
く
田
辺
聖
子
著

霊
応
ゲ

l
ム

P
・
レ
ド
モ
ン
ド
著

純
著



6月号広報ああず 2000

国
立
大
洲
青
年
の
家

か

ら

の

お

知

ら

せ

「自
然
環
境
館
」

が
オ
ー
ブ
ン

平
成
ロ
年
3
月
、
自
然
体
験
学
習
・

環
境
教
育
の
拠
点
と
し
て
、
自
然
環
境

館
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
肱
川
を
メ

イ
ン
テ
l
マ
と
し
て
地
域
の
青
少
年
が

郷
土
の
自
然
や
文
化
・
歴
史
を
学
ぶ
た

め
の
施
設
で
す
。

そ
こ
で
、
肱
川
の
自
然
や
文
化

・
歴

史
に
関
す
る
様
々
な
資
料
を
地
域
の
皆

さ
ん
か
ら
お
借
り
し
て
、
自
然
環
境
館

に
展
示
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

書
籍

・
写
真
・
伝
統
漁
法
の
道
具
な

ど
肱
川
に
関
す
る
資
料
を
お
持
ち
の
人

は
国
立
大
洲
青
年
の
家
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

陶
芸
教
室
(
全
5
回
)
を
開
催

平
成
ロ
年
度
学
校
週
5
日
制
対
応
主

催
事
業
と
し
て
陶
芸
教
室
を
開
催
し
ま

す
。
創
作
の
楽
し
さ
を
味
わ
い
、
楽
し

い
週
末
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

全
国
と
も
参
加
で
き
る
こ
と
が
条
件

で
第
l
回
目
は
6
月
日
日
出
で
す
。
詳

し
く
は
次
の
と
ろ
こ
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ

・
連
絡
先
}

(掬

ネ土

会 25-2944

合 25 -5 3 3 5 

業

設

電

建

水道業者の

緊急漏水当番

戸

j甫

城

松

6月3日仕)

国
立
大
洲
青
年
の
家
事
業
課

合

@
5
1
7
5

m
@
2
9
0
9
 

外

国

人

労

働

者

問

題

啓

発

月

間

6
月
は
「
外
国
人
労
働
者
問
題
啓
発

月
間
」
で
す
。
外
国
人
労
働
者
の
適
正

な
雇
用
・
労
働
条
件
の
確
保
と
不
法
就

労
の
防
止
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
次
の
と
こ
ろ
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ハ
ロ
1
ワ
l
ク
大
洲

大
洲
公
共
職
業
安
定
所

8
@
3
1
9
1

行

政

相

談

委

員

に

山

本

敏

和

さ

ん

当
市
の
行
政
相
談
委
員
の
う
ち
、
政

所
義
之
さ
ん
の
後
任
と
し
て
総
務
庁
長

官
か
ら
次
の
方
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

(
4
月
1
日
付
け
、
任
期
は
残
任
期
間

の
平
成
日
年
3
月
白
日
ま
で
)

氏
名

山
本
敏
和

住
所
大
洲
市
西
大
洲
甲
二
六
回
二

番
地
の
1

電
話

8
@
5
0
7
2

行
政
相
談
委
員
(
辻
陽
子
さ
ん
・

所

設備

(有)南 予水道住設

庖

ft24-4410 

(有)星 加 水道設備

会 24-4519

ft24-0783 

ft25-1350 

(鮒 土 居 鉄工

道

ノ

水

サ

野

ア(有)

佐

6月 4日(日)

6月10日出

6月11日(日)

山
本
敏
和
さ
ん
の
2
名
)
は
、
公
平
・

中
立
な
立
場
で
皆
さ
ん
の
行
政
に
関
す

る
苦
情
や
意
見

・
要
望
の
ご
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は

厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
(
広
報
最
終
ペ

l
ジ
相
談

ご
と
案
内
の
行
政
相
談
を
参
照
)

人
権
擁
護
委
員
の
日

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、

6
月
1
日
を
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

と
定
め
、
こ
の
日
を
中
心
と
し
て

「
考

え
よ
う
あ
な
た
の
人
権
わ
た
し
の

人

権

幻

世
紀
へ
つ
な
げ
よ
、
?
心
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
|」

を
重
点
目
標
に
、
皆
さ

ん
と
と
も
に

一
層
の
人
権
尊
重
思
想
の

啓
発
に
努
め
て
い
ま
す
。

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
、
当
市

の
人
権
擁
護
委
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

神
山
蕎
子
(
上
須
戒
)
宮
@
0
9
5
7

稲
田
賓
留
(
平
野
町
野
田
)

8
@

3
6
6
7
 

高
岡
政
義
(
五
郎
)
含
@
3
9
7
1

大
塚
年
男
(
東
大
洲
)
含
@
5
8
2
9

松
本
忠
行
(
回
処
)

含
@
5
2
3
5

白
石
美
子
(
阿
蔵
)

宮
@
4
2
7
8

辻
幸
喜
胃
(
菅
田
町
菅
田
)8
@
5
0
8
1

奥
島
直
道
(
中
村
)

包
@
1
1
2
7

まま 26-0 020 

(槻

ft24-5351 

備

庖

業

庖

ft24-5914 

ft25-4023 

ft25-0901 

さ壬fL

員瓦

工

道

吾fL

員又

商

建

電

水

森

田

丸

甲

田

(有)

西

上

徳

滝

6月17日凶

6月18日(日)

就
学
義
務
猶
予
免
除
者
の

中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

病
気
や
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由

で
中
学
校
等
を
卒
業
す
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
人
や
平
成
日
年
3
月
白
日
ま

で
に
満
四
歳
に
な
る
人
で
や
む
を
得
な

い
理
由
に
よ
り
登
校
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
人
な
ど
に
対
し
て
、
中
学
校
卒
業

程
度
認
定
試
験
が
、
次
の
と
お
り
実
施

さ
れ
ま
す
。

一

{
試
験
日
】

平
成
ロ
年
日
月
6
日
開

{
試
験
場
】

愛
媛
県
庁

【願
書
受
付
期
間
】

平
成
ロ
年
8
月
1
日
ω
1
8
月
白
日
一

附

一

【
問
い
合
わ
せ
先
】

愛
媛
県
教
育
委
員
会
義
務
教
育
課

8
0
8
9
・
9
4
1
・
1
2
1
2

大
洲
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

合

@
2
1
1
1
(内
線
5
4
1
)

一…
朝Z

及
、

一
業

一
率

一
校

一
吉
岡

お
お
す
赤
煉
瓦
館
ご
案
内

.... .... .... 
初 6水 5功
夏 月 間 月 吉
の 6満 30窯
木 日 魔 日 作
目 例 ω陶
込 lす j 展
人 6 す 6
形 月 竹 月
展 11 ・ 4

日 竹 日
(日)工 (日)

せま-
Z玄

展

ft26-0265 

備

(有)いの水道設備

設

淳 山 水道工事庖

ft24-3783 

ft24-2583 

ft24-2216 

ft24-2541 

壬fL
日瓦

住

原

屋予

(有)

伊

6月24日仕)

6月25日(日)

6
月
日
日
ω
1
6
月
幻
日
同

V
嵯
峨
御
流
い
け
ば
な
展

6
月
お
日
樹
1
7
月
2
日
回

展
示
時
間
叩
時
i
口
時

※
最
終
日
は
日
時
ま
で

お
お
ず
赤
煉
瓦
館
念
@
1
2
8
1

平
成
昭
年
度
国
家
公
務
員

採

用

試

験

日

程

試験の種 類 申込受付期間 第 1次試験日

国家公務員採用E種試験 6月21日附-6月28日附 9月3日(日)

刑務官採用試験 9月17日(日)

入国警備官採用試 験

皇宮護衛官採用試験 7月27日関-8月10日関
9月24日(日)

航空保安大学校学生採用試験

海上保安学校学生採用試験

海上保安大学校学生採用試験 10月28日出

気象大学校学生採用試験
8月24日関-9月5日tk)

10月29日(日)

※詳しい内容については 人事院四国事務局第二課試験係 ft(087)831-4765

《
編
集
後
記
》

今
回
の
「
二
十
世
紀
の
大
洲
」
は
、

伊
予
大
洲
駅
の
ご
紹
介
で
し
た
。
ち
ょ

う
ど
大
洲
駅
を
訪
ね
た
と
き
、
駅
長
の

福
山
さ
ん
が
駅
前
に
無
造
作
に
置
か
れ

た
自
転
車
を
き
れ
い
に
直
し
て
お
ら
れ

ま
し
た
。
駅
長
さ
ん
は
、
昭
和
日
年
か

ら
5
年
間
、
大
洲
駅
で
勤
務
さ
れ
た
こ

と
が
あ
り
、
当
時
の
懐
か
し
い
お
話
も

い
ろ
い
ろ
と
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

福
山
駅
長
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い

ま

し

た

。

(

や

)

13 



6月号 |2000 |広報おおず

内
中目 談 内 モ町‘きて' 日時など 場所など 問い合わせ先

交通事故相談 6 月 8 日(木V10時~15時 市役所2階会議室 総務財政課交通安全係

(愛 媛県) 6 月 26日伺1)/ 10時~15時 市役所3階会議室 H~2 111 (内線 32 3) 

人 4霊 相 談 6 月 19日伺1)/ 10時~15時 市役所3階会議室
急ぐときは法務局包@4155 

(法 務省) 6 月 15日関/10時~12時 上須戒公民館

f::T 政 ヰ目 談
6 月 20日制/ 9 時~12時 市役所3階会議室 急ぐときは 8⑪ 5 0 7 2 (山本)

(総務 庁) 2⑪ 4 2 9 4 (辻)

社会保陳相談
6 月 5 日伺)/ 10時~16時

大洲商工会議所
松山西社会保険事務所

6 月 20日ω/10時~16時 H089・925. 5 1 0 5 

不動産無料相談 6 月 15日(対/ 9 時~16時 宅建協会大洲支部 伺上田喜六不動産 2⑪ 445 2 

定期税務相談 6月 9日働/10時~ 15時 大洲商工会議所 大洲税務署 H~3 115 

一般相談 毎週月・水・金曜日
社会福祉協議会相談室

心配ごと 法律相談 毎週火曜日
(総合福祉センター1階)

社会福祉協議会 H@0313 

相 談 介護相談 毎週木曜日

|電話相談 10時~12時、 13時~16時 (直通)H⑮ 56 2 9 

家庭児童相談 毎日の執務時間中 市役所高齢福祉課 H~2 1 1 1 (内線 172)

同和問題に関する
毎日の執務時間中

大洲隣保館 会⑪61 0 0 

何 で も 相 談 大洲福祉会館 H@0947 

青少年相談電話 毎日の執務時間中 H@7830 青少年センター

ふれ愛スクール相談電話 毎日の執務時間中 H@l 414 国立大洲青年の家

案と~‘ 

ιー
談本目

※いずれも無料です。お気軽にご相談ください。

二
十
世
紀
の
大
洲

伊
予
大
切
鴎
(
昭
和
初
年
代
)

昭
和
什
年

9
月
に
完
成
し
た
大
洲
駅
(
現
駅
舎
)
。
駅
の
開
業

は
大
正
7
年
。
坊
ち
ゃ
ん
列
車
で
有
名
な
愛
媛
鉄
道
、
昭
和

8
年

か
ら
は
国
鉄
、
そ
し
て
現
在
の
J

R
へ
と
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た

が
、
屋
根
の
形
な
ど
、
建
物
は
今
で
も
昔
の
面
影
を
残
し
て
い
ま

す。
大
洲

1
松
山
聞
は
昭
和
叩
年
叩
月
の
開
通
で
、
昭
和
初
年
代
当

時
の
所
要
時
聞
は
急
行
で
約

1
時
間
、
運
貫
は
1
6
0円
で
し
た
。

今
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
時
代
。
わ
す
か
数
秒
間
で
、
遠
く
離
れ

た
海
外
へ
も
た
く
さ
ん
の
情
報
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
時
の
流
れ
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

時
代
は
移
り
変
わ
っ
て
も
、駅
は
ま
ち
の
玄
関
で
す
ぜ

こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
た
い
も
の
で
す
。

昭和30年代の国鉄伊予大洲駅と現在のJR伊予大洲駅
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大洲市内の交通事故

4月末現在 昨年同期

件数 9 6 8 9 

負傷者 137 112 

死者 1 

平成12年4月28日現在

39，200人 (+ 161) 出生 24人(-10) 

18，713人(+111) 死亡 23人(-17) 

20，487人 (+ 50) 

14，441世帯(+ 137) ( )内は対前月給与

市民の動き

人口

男

女

¥!a"帯数

期

納期は 6月30日です

今月の納税は

市県民税
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